
守破離（しゅはり）
私が大学まで稽古を積んでいた剣道の教えで、「守破離」という言葉があり
ます。
物事を修得するにおいて、まず正しい基本をしっかり身につけ「守」、それ
を基に自らの工夫、応用を加えそれらを発展させ「破」、新しく独自のものを
創造する「離」。私自身はこのように理解しております。
言葉のルーツに関しては、世阿弥の「風姿花伝」にある「序破急」や、千利
休の「利休道歌」、江戸時代の茶匠、川上不白の「不白筆記」、「茶話集」など
諸説ありますが、確かなことは能楽や茶道、武道などいずれも独自の境地を拓
きその道を極めた偉大な先人たちに共通した教えであるということです。
囲碁や将棋の世界でも、「定石は非常に大切だが定石のみに囚われていては
一流になれない」と聞いたことがあります。川上不白も「茶話集」にて「守は下手、
破は上手、離は名人」と記しています。このことからもわかるように「守破離」
とは物事の修得の段階を示した教えであると同時に、修行の過程における自己
の段階をも示す道しるべでもあります。ちなみに「守破離」は離で終わりでは
ありません。「離守破」、「破離守」、「守破離」と常により高いステージへと己
を導くべく精進を重ねていく限りない修行の道です。
私にとって学生時代に出会った「守破離」は今や外科医としての座右の銘に
とどまらず自分自身を磨く終わりのない道、まさに人生そのものです。そして
「守破離」の精神は、時代がどんなに変わろうとも伝統という名の DNA とし
て次の世代へ連綿と受け継がれ、いつの時代も輝き続けてくれると信じていま
す。

木原俊壱
脳神経・脊椎脊髄外科医
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◉塾長講話
 ［第87 回］
　未曾有の経済危機の背景とその対応
　─従業員を大事にする京セラの実践例─
◉塾長夜話
　これからの盛和塾を見据えて
　─２００９年本部理事新年会　塾長挨拶─
　塾長例会二次会問答
◉われ虚心に経営を語る
 営業活動への傾注度と従業員への接し方
 山内俊弥〈札幌〉㈱札幌白衣 代表取締役
 設備投資と正社員拡充で成長発展へ
 岩本政一〈やまなし〉㈲ヨンマルサン 代表取締役

◉心の研究
 人生の達人たち
　～出会いの人間学～
 藤尾秀昭〈東京〉㈱致知出版社 代表取締役社長兼編集長

◉学びにまなぶ
 叱られるたびに前進する
 渡部隆夫〈京都〉ワタベウェディング㈱ 会長

◉あの日あの時 稲盛和夫氏［第55 回］
 合併を経て幸せを得た
　北條文範  伊藤文夫  河西孝則  浜一栄

じょはきゅう
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